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　　　　　　コ ロ ロ メ ソ ッ ドに

　　　　　　　　　　　○久保田小 枝子

　　　　　　　　　　（コ ロ ロ ET セ ン タ
ー

）

　言葉の獲得 に於 い て模倣 は重要な行動で ある，自閉症

児や重度児な ど， と りわけ対入関係が取 りに くく，模倣

が で きない 子供 は，言葉の 遅れが 目立 ち，学齢に達 して

も発語しない 子 も多い ，コ ロ ロ メソ ッ ドで は，こ うした

発語の な い 子供を対象に文字を用い た治療プ ロ グ ラ ム を

組み，週 1回90分か ら120分の 訓練 と親へ の 指導に よっ

て 自発語を引き出して い る．今回は こ の プ ロ グラム の 中
で マ ッ チ ン グ課題 と模倣課題を取 り上げ，自発語 が出現

するま で の 過 程を分析 した．

　　　　　　　　　　 〈方法〉

［被験 児］ 自閉症の 男児 3 名 と女児 1名，入所時 ， Y．A ，

は 5 歳 11ヵ 月・R ，N ，は 5 歳 3 ヵ月，　 U ．S．は 7 歳 4 ヵ月，

E．Y ．（女児）は 9 歳 1｛〕ヵ 月で あっ た．

［マ ッ チ ング課題と模倣課題 の 手続き］
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を絵カー
ドの 代わ りとして用い る ．

　（5）音声刺激と絵カ
ー

ド，音声刺激 と文字カ
ー

ドの対

　　　応関係…10組，更に，音声刺激 と書字，音声刺激

　　　 と発声の 対応関係

　こ こ で 初めて 音声刺激を用 い る．最初は絵や文 字を手

掛か り刺激 と して 用 い ， 徐々 に音声刺激だ けにする．

（6）絵カ
ー

ドと発語 ， 文字カー ドと発語の 対応 関係…

　　　 10〜 20組

　発声 で きる 音の組合わせ，子供が 良く知 っ て い る，使

用頻度が 高い，とい う条件を満たす絵 カ
ー

ドを選ぶ．最

初は音声刺激に絵カ
ー

ドや文字カ ー
ドを重 ね合わせ ， オ

ー

ム返 しの パ ター
ン にな らない よう音声刺激を次第に フ ェ

イ ドァウ トさせ て い く．

（7）実物 と発語の 対応関係

　 （6） の 訓練で確実にな っ た発語を日常生活の い ろい

マ ッ チ ン グ課題で は ，教材 （刺激セ ッ ト） として絵カー
うな場面で 実物に対 して練習する．

ド， 文字カ
ー

ド，実物 ， 音声刺激を用 い ， 子供の 反応

　（反応セ ッ ト） として書字と発語を用い て ， こ れ らの 対

応関係を見本合わせ手続きを使っ て 次の 順序で 訓練 した．

　（1）同一なカ
ー

ドの対応関係…20組

　絵カー ドと絵カ ー ド
’
→ 図形カ

ー
ドと図形カー

ド→ 文字

カ
ー

ドと文字カー ドの 順 序で進む．絵 を初めか ら分類出

来 る場合で も 「対」 に置くとい う手続 きを理解 で きな い

こ とが多い ，模様などの単純な絵カ ー
ドか ら始 め ， 絵 と

絵を合わ せ て置 く動作が プ ロ ン プ トな し に ， カ
ー

ドに注

視 して 5 枚続 けて 置けるよ うに な るまで 訓練する，次に ，

図形 と図形 の 対応関係に移 り，で きるだけ早 い うちに文

字 カー
ドの 対 応関係 へ 移行する．

（2）絵カ
ー

ドと実物，絵カー
ドと文字カ

ー
ドの対応関

　　　係…20組

　
一

つ の絵に 対 し常に 同じ文字 （字記 号）を置くよ う訓

練する．プ ロ ン プ トを用い て，誤反応が起きな い よ うに

する ．

（3）文字カ
ー

ドと書字の 対応関係…10組

　文字 らしい 図形が 10個書ければ良い ．書字は ， 初めか

ら出来るわ けで はな く ， 後述する模倣課題に於 ける模写

の 訓練の 結果で ある．

（4 ）絵 カ
ー

ドと書字の 対応関係…30組

　絵カー
ドと書字の 対応 関係を練習 し て い くと30枚書 け

た頃か ら新 しい 絵カー ドに対 して も文字が ス ム ー
ズ に書

ける よ うに なる ．おそ らく，一字一音の 対応関係の 発見
が ある の で はな い か と思われる．更 に，絵本の 絵や実物
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　（8） 自発的発語

　学習場面以外で も発語 し，また，　（7 ）で 実物 との対

応を訓練 して い な い発語 も行 うようになる，

2 ．模倣課題

　（1）動作 （感応）模写… 1拍子 の 線 「1 −
○ 」

　子供 の 感応 行動を活用 し， 手本動作 と同時に 手を動か

すこ とによ っ て 線を描か せ る．初め は 手本 と 同 じ線 を書

くこ とが分か らな くて 良い．

（2）定位模写
… 2 拍子 〜 3 拍子 の 線

　徐々 に手本動作刺激を減らし， あ らか じ め紙 に書かれ

た線を見 せただ けで 同 じ線 を書ける ように させ ， ひ らが

なの模写 に移行する，マ ッ チ ン グ課題 の （1 ） と （2 ）
へ 移行 し た初期は ， 手本の動作が残像の よ うに見え て い

るの で はない か と思われ る．また，文宇は正確なもの で

なくて良 い ．

（3 ）音声模倣

　口 形模倣 → 音声模倣→ 言葉の 模倣 と訓練する．子供が

すで に発声して い る音 （奇声で も）を利用する．経験的

に マ ッ チ ン グ課題 の （4 ）で 30枚書ける頃音声模倣 の 訓

練を始 める．

3 ．マ ッ チ ン グ課題 と模倣課題の組合わせ と順序

　こ の プ ロ グラ ム に於 い て は，課題の 順序 と組合わせ が

極めて重要である．まず，　（1）模倣課題は ， 模倣を形

成する訓練 と して で は なく， む しろマ ッ チ ン グ課題遂行

の ため の 手段 と して の 位置づ けを持 つ ．模倣課題 の 動作

模写 と定位模写 は マ ッ チ ン グ課題の 書字を形成するため
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に ，音声模倣は音声刺激と発声の 対応関係や絵カ
ー

ドと

発語の 対応関係を訓練するためにそれぞれ行われて い る．

　 （2 ）動作模写と定位模写を音声模倣以前に訓練す る，

模写で は ， 模倣 した結果作 り出された刺激 （線，文字）

に 従 っ て 行動を統制 し な くて は ならない ．　 「線」 とい う

刺激が音声刺激に比べ て永続性があ り， 行動の 統制をし

やす く して い る と思 われ る．こ うし た訓 練の結果，音声

模倣の 訓練が しやす くなると考えられる．

　 （3）書字の 訓練 を音声刺激導入以前に行う，書字は，

文字を書く訓練で あ る と共 に，ひ らがな文字の f一字
一

音」 の 特性を発見する訓練に もなっ て い る よ うに思われ

る ，　 「い す」 の 「い 」 と，　 「す い か 」 の 「い 」 が 同一の

文字で ある こ とを発見する こ とに よ っ て ，音と字を対応

させ る訓練が出来る ようなる．音声刺激を文字の 集まり

として聞き取る こ とに よ り言葉を聞き分ける こ とが容易

に な り，また，音声模倣 の 訓練に於 い ては発音の 矯正が

しやすくなる．

　　　　　　　　　　 〈結果〉

　マ ッ チ ン グ課 題と．模倣課題を組合わせ， 4 名の被験児

に訓練 した結果が 図 1で ある．課題の 訓練期間 と課題間

の移行時期を図に 示 し た．Y ，A は， コ ロ ロ に於 ける標 準

的な傾向を示 し，順調に 課題が進行 した，R．N．は，書字

で比較的順 調に進んだが ， 音声模倣で の 訓練が 長くな っ

た．発音で きる音がなかな か 増えず，現在で も発音出来

な い音が 50音中10音あ る．U ．S．は，絵 と文字の対応関係 ，

特に，書字の 訓練に 時間が か か り，更に，こ だわ りが強

く，新 しい 課題へ の移行が難しか っ た．E．Y．は，入所 時

点で ひらなが をほぼ書く こ とが 出来た ため，早 い段階で

音声模倣を行っ た．

　　　　　　　　　　 〈考察〉

　コ ロ ロ メ ソ ッ ドの 発語プ ロ グラ ム は，マ ッ チ ン グ課題

と模倣課題を組合わせ るこ と，音声模倣の 訓練以前に模

写 と書字を導入す る こ とに特徴が ある．し か し，それぞ

れ の 課題 へ の 移行が遅れ る と，自閉児特有の 「こ だわ り」

によっ て課題の 変更に強い 抵抗を示すこ とがあ り，こ の

点は注意を要する ，
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図 1 ． 4 名の 被験児に 於 けるそれ ぞれ の 課題 の 訓 練期間 と移行時期
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